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達 成 状 況 評価 考 察 評価

Ａ

教員の授業実践力が向上し，生徒の興味・関
心・意欲を高め,わかる授業が展開されるととも
に，学級全体が学習へ向かう態度が向上し，
生徒の自己学習力が向上している。

Ｂ
工夫のあるわかる授業が展開され,聞く・考え
る・表現する場面では,生徒はそれに従って落
ち着いて授業受けている。

Ｃ
授業への取組に個人差がみられ,集中力に欠
ける生徒が見られる。

Ｄ 授業全体に落ち着きがなく,集中力に欠ける。

Ａ
各教科担任および各学年で家庭学習課題の
提示と確認・評価を継続して行い,平日の家庭
学習習慣が定着（１２０分超）

Ｂ
家庭学習の提示と確認・評価を継続している
が,生徒の家庭学習時間にバラツキがありが,
全体としては家庭学習が習慣化（９０分以上）

Ｃ
家庭学習時間が不十分な生徒が多く,全体とし
て家庭学習が停滞
（６０分～９０分未満）

Ｄ
家庭学習時間の重要性を意識せず,全体として
家庭学習不足で,習慣化にはほど遠い。（６０分
未満）

改 善 策

①
学
習
指
導

Ａ

Ｂ

　昨年度に引き続き，全ての授業で「学
習のねらい」を明確に提示し，「振り返
り」を大切に継続することで，学習理解
及び意欲のさらなる向上を図る。
　わかる授業を進める上で重要な教材
研究に力を入れていき，授業展開・授
業ワークシートの工夫・演習問題プリン
トの作成・発問のあり方・ホワイトボード
やIT機器の有効な活用・Ｔ２及び支援
員との連携などに力を入れていく。ま
た，言語活動を充実させる授業展開や
授業形態を工夫し，生徒の「学ぶことの
楽しさ」を高めていく。
  「学び」を知識や技術の習得，学校教
育だけといった偏った価値観に終わら
ないように，人間は文化的・経済的によ
り豊かに生活するために，将来にわたり
ずっと学び続けることの重要性を強調
し，キャリヤ教育も推進していく。

　年度当初，新担当者で「学習の手引
き：新年度版」を作成し，すべての教職
員で共通理解のもと学級指導をするこ
とによって，授業や家庭での学習の基
盤をさらに確立させていく。また，各教
科で本校生徒の学習課題を明確にし
て，「授業アクションプラン」を策定し，
授業実践を積み重ね，定期テストや全
国及び県学力調査で検証する。
　家庭学習時間は，県の平均時間より
低いことが課題であることから，５教科を
中心に毎時間授業の終りに家庭学習
課題を提示，次時にその課題のチェッ
クを確実にする。積み重ねの教科（数
学・英語）は，週末課題を与え，また，
部活動休養日の月曜日には家庭学習
課題を提示し，実践させることで家庭学
習の習慣化を図る。なお，学習課題の
未実施の生徒については，自学ノート
同様，昼休みや放課後を使って，部活
動よりも優先し未実施学習課題をさせ
る対応をとる。
　家庭学習時間は，生徒のスマートフォ
ンの所持率が上がるとともに，減少傾向
が表れてきた。家庭でも，スマートホン
の使用を野放しせず，家庭内の決まり
を作り，過度な使用を防止させ，家庭
学習を優先していただけるように，ＰＴＡ
総会・学年懇談・期末懇談や学校だよ
り・学年通信を活用して，保護者への啓
発を図る。
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確かな
学力の
育成

　授業を中心とし
た、生徒の興味・
関心・意欲が高ま
る、しかもわかる
授業を展開する。
支援・援助の必要
とする授業内容で
は、ＴＴ指導や学
習支援員の効果
的な活用できめ細
かな指導を目指
す。また、授業教
材研究に努め、授
業活用プリントや
資料の工夫、ＩＴ教
育機器の積極的
な活用を図り、生
徒の自己学主力
を高める手立てを
行う。学力を高め
る上で、家庭学習
課題や課題プリン
ト・副教材の演習
問題など積極的に
提示し、実施の有
無の確認や評価
を必ず実施する。

生徒の興味・関
心・意欲が高ま
る、わかる授業づ
くりに取り組む。Ｔ
Ｔ指導や学習支援
員の積極的な活
用と授業教材やＩＴ
教育機器の有効
活用を取り入れ
る。

最初に「めあて」を提示
して授業に臨み,説明を
聞く場面,思考する場
面,表現や発表する場
面を明確にし,生徒が
授業で,思考・判断・表
現する力を育成する。
授業の終わりでは「自
己の振り返り」を行うこ
とで,授業理解度や自
己課題をはっきりさせ,
家庭学習や次時の授
業につなげていく。

　研究部が提示している授業改善の柱の１つに、授業のはじ
めに「学習のめあて」を提示し、授業の学習意欲を高め、終
わりの「振り返り」をすることがある。最初に学習のめあてや内
容を明確にし、授業を実践し、終わりに授業内容の理解度
や学習意欲の自己評価をさせることで、実りある江津中の授
業スタイルの確立をさらに高めていった。
　わかる授業づくりを進める上では、各教科間での情報交
換、綿密な教材研究、家庭学習につながるわかりやすい授
業ワークシートや演習問題プリントの工夫と作成、副教材等
の資料、実物投影機や教具の活用した授業を実践してき
た。
　各教科間では、公開授業と授業研究を実施することで、教
員の授業力向上を図った。また、積み重ねの教科や実技を
伴う教科では、ＴＴ指導や学校支援員の活用を図り、生徒に
よりきめ細かな指導が行き届くように積極的に継続していっ
た。
　言語活動を充実させる思考力、判断力、表現力を育成す
るために、学習内容に応じて、言語活動場面を取り入れ、既
習事項を基に自分の考えをもち、ノート等に言葉で表現した
り、ホワイトボードや実物投影機などを使用して発表し合った
りすることで、より深い理解へと導いていった。

Ａ

　生徒の興味・関心・意欲を高め，わ
かる授業づくりを展開するために，全
教員が事前に綿密な準備をし，授業
のはじめと終わりの時間に「学習のめ
あての提示」や「授業の理解度や学
習意欲に対する自己の振り返り」など
を実践した。その結果，生徒たちの学
習に向かう意欲の向上が見られたこと
は大変評価できる。
 また教科間を横断的にとらえ，情報
交換や公開授業等により，授業力の
向上に努めていることがうかがえる。
視覚に働きかけた指導も取り入れ、効
果が実証されているようで，これら全
般の取り組みの継続と更なる探求に
よって，生徒の家庭学習への取り組
みの向上や学力向上に繋がっていけ
ば幸いである。

学力向上につな
がる家庭学習の
充実を図るため
に、学校で作成し
た「学習の手引
き」や各教科で出
されている「家庭
学習のあり方」を
もとに、家庭学習
への意識を高め
る。また、生徒が
積極的に家庭学
習が取り組めるよ
うに各学年および
各教科で家庭学
習課題の提示と
確認・評価を継続
する。

学力向上を図るための
家庭学習を習慣化させ
る。
①各教科の家庭学習
課題を提示する。
②各学年の自学ノート
の取組の充実を図る。
③定期・習熟度テスト
への家庭学習取組表
の実施を行う。
④家庭学習調査を行
い，毎日の学習時間目
標を平均１２０分以上と
する。

　年度当初に「学習の手引き」の活用方法について学級指
導を行い、「学習の手引き」や「授業改善アクションプラン」に
基づいた授業実践を継続して展開していった。
　自学ノートの取組は、全学年生徒に実施し提出させた。各
学年部教員が毎日チェックや激励を行っている。未提出の
生徒には、昼休みや放課後に実施させるなど、継続してす
ることで家庭学習の重要性を伝えていき、自学ノートの取組
が家庭学習として習慣化してきた。
　授業では学習効果を高めるために、次時の授業内容を授
業終了時に提示し予習をうながしたり、授業内容の確実の定
着のために、副教材の課題提示し確認したり、課題プリント
を配布したりした。また、３学期の１月には、５教科において
単元テストを設定し、家庭学習の習慣化と学力の充実を図っ
てきた。
　今年度の家庭学習時間調査は、12月の県学力調査前１週
間に実施した。１年生では63分、２年生では63分、３年生で
は98分であった。昨年度の1月の調査に比べ1年生で43分
減、２年生で30分減、３年生で39分減となり、家庭学習の時
間が大幅に減っていることがわかる。３年生が、他学年と比
べて多いのは、部活動もなく、進路希望決定の時期とあって
30分程度多いが、県学力調査からのデーターでは、全ての
学年で家庭学習の時間が江津市平均では若干低く、県平
均では大幅に低いことがわかる。学力を向上させていくに
は、授業の質の高さと家庭学習時間を伸ばすことが不可欠
である。家庭学習の校内調査や県学力調査の結果を踏まえ
て、各学年部及び各教科担任が積極的に家庭学習課題を
提示し、実施の有無の確認とその評価をし、していない生徒
には補充学習や補充課題プリントの提供をする必要がある。
家庭学習が充実すればその効果が授業でも発揮できるの
で、本腰を入れて生徒に仕掛ける必要がある。

Ｃ

　家庭学習の重要性を生徒たちに認
識してもらうために，自学ノートの活用
は大変効果が出ている。部活動や塾
など忙しい中でよく家庭学習をしてい
る方だと思う。また未提出の生徒に対
してのきめ細かい対応も評価できる。
　今年度家庭学習時間が各学年とも
前年度に比べ大幅に減少したが，家
庭学習時間の長短のみで学力の高
低を判断するのはナンセンスではある
が，密接に関連していることは想像で
きる。家庭学習時間減少の原因を探
るとともに，部活休養日の月曜日を
「家庭学習の日」として学習課題を提
示し，習慣づけのきっかけにしてはど
うか。
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Ａ
人権集会や人権講演会を通して、生徒が個性
を尊重した生き方について考える。生徒の実態
に即した指導ができる。

Ｂ 人権集会や人権講演会を計画的に実施。生徒
の言動に対応して指導する。

Ｃ
人権集会や人権講演会の内容が生徒の実態
と合わない。指導の時期がずれる。

Ｄ 人権集会や人権講演会が実施できない。平素
から、人権についての指導ができていない。

Ａ
図書館利用が増加し，家読が定着（家読３０分
以上）

Ｂ
図書館利用が増加し，家読が習慣化（家読１０
～２０分）

Ｃ
図書館利用が増加したが，家読が不十分（１０
分未満）

Ｄ
図書館利用が増加せず，家読も不十分（１０分
未満）

Ａ
全教科で表現活動を実施し，思考力・判断力・
表現力が向上

Ｂ 各教科で工夫した表現活動を実施

Ｃ ほとんどの教科で表現活動を実施

Ｄ 表現活動が不十分で，表現力が高まらず

①
学
習
指
導

①
学
習
指
導

Ｂ

Ｂ

Ｂ

　来年度も、生徒が主体となって取り組
む人権講演会や人権集会を企画して
いきたい。
また，生徒会代議員会を中心とした、事
前学習や活動を充実させていく手だて
を生徒会担当と協力して考える。
　人権集会については、日時の設定が
難しかった。来年度は、設定されている
講演会等と合わせて実施する方向を考
えていく。江津中学校の人権宣言づくり
を中心とする集会を計画していきたい。

　
　家読については、引き続き本が好き
になるよう読書環境を整えること、本の
魅力を伝えること、本を読む機会をつく
ることが、家読の定着につながると考え
る。家読週間の導入や小学校との連携
も考えていきたい。

　言語活動の場面で「話し合い活動の
基本形」を活用した授業実践を重ね、
生徒が「根拠をもとに説明する」ことが
できるような工夫を広めていきたい。自
分の考えを持つために必要な基礎知
識の習得は、各教科での小テストや課
題、家庭学習等の工夫で強化をすると
ともに「伝え合う」場面での「聴く力」の
向上と、安心して自分の意見が言える
雰囲気づくりのために、生徒指導部とも
連携し、学習規律の定着を図っていき
たい。

人権・同
和教育
の推進

一人一人が認め
られ、差別や偏見
を許さない人権感
覚と実践力を養
い、いじめのない
学校をつくる。

自他の人権を尊
重し「差別をしな
い生き方」ができ
る力を育てるため
に、人権集会や人
権講演会を通して
生徒が考える場を
設定する。

・人の個性を認め，助け合い
ながら生活していくことについ
て考えるきっかけとなる場とし
て、人権集会や人権講演会を
実施する。
・日常の生徒の様子に応じた
指導、助言をする。

　人権講演会は、２学期に人権週間に合わせ実施することが
できた。東日本大震災後に被災した町に移住し、復興に携
わった方のお話を聞き、生徒は人と人の関わりについて考え
ることができた。また、今年度から生徒会の代議員会の生徒
が中心になって準備を進めた。その過程で、事前学習を生
徒主体で実施することができた。事前学習を丁寧にすること
で、講演についての理解も深まるので、今後もこの方向で進
めていきたい。
　人権集会については、人権講演会の際に、人権週間の意
味や意義を伝える時間を作ることができた。これも生徒会代
議員会の生徒主体で取り組むことができたので、今後もこの
方向で進めていきたい。しかし、これとは別に、江津中学校
の人権宣言をつくっていくための人権集会を実施したかった
が、これはできなかった。代議員会で案をつくるところまでし
かできていないので、来年度以降につなげていきたい。ま
た、生徒主体の人権にかかわる活動をすすめていくために
も、江津中学校人権宣言を固定されたものと考えず、生徒の
実態に合わせ、年度更新していくほうがいいのではないかと
いうアドバイスもあったので、来年度以降、その点についても
合わせて考えていきたい。

Ｃ

　今年度は人権講演会を生徒会が中
心となって準備段階から参画し，生徒
自身が人権問題に積極的に取り組も
うとしていることは評価できる。生徒主
体の人権をキーワードに，観念的で
はなく所謂「見える化」によって人権
感覚やその実践力の向上に努めてい
る様子がわかる。生徒自らが企画から
関わることによって，より一層人権に
対する意識が高まったのではないか
と思う。
　しかし，予定していた人権集会が実
施できなかったことは残念である。生
徒自身が他を思いやり，自分を見つ
め直す良い機会なので来年度はぜ
ひ実施していただきたい。

学校図
書館・読
書活動
の推進

多様な価値観に
触れ、表現力や想
像力を育む読書
活動を推進する。

朝読書を継続して
行い、学校図書館
利用増を目指して
の読書推進活動
を充実する。

「利用しやすい図書館」
として，図書館利用者
の増加，家庭での読書
の習慣化を図る。教科学習に
おいての図書館利用にも一
層の活用を推進していく。読
書ノートの活用を継続するこ
とで、充実した読書記録とす
る。

　 図書の貸し出し状況を含む図書館の利用状況は、例年同
様充実している。図書館の利用に関しては、購入図書の選
書に各教科担当の希望を積極的に取り入れることや、生徒
のリクエストを定期的に行うことで、生徒が興味関心を持ち、
授業でも活用しやすい環境を整えるよう今年度も工夫をして
きた。さらに、図書館だよりや委員会活動での情報提供、季
節や行事ごとのレイアウトの工夫もあり、生徒が立ち寄りやす
い環境である。さらに魅力のある、利用しやすい図書館にし
ていくために、継続した活動を行っていきたい。
　家読については、今年度も学校として呼びかけを継続して
いる。アンケートの結果から、「本を読むことが好き」と答える
生徒は、７７．２％と多くいるが、家読とはつながっていない。
部活動で帰宅が遅く、毎日の宿題を含む学習時間をとると、
家庭での読書時間の確保はなかなか難しいと考える。その
中でも、全体の２割の生徒が、家庭での読書を習慣としてい
る。学習時間を確保しながら、家庭の中での時間の使い方を
見直してみると読書の好きな生徒が家でも読書をする時間
をとることができるのではないかと考える。今後も、本の面白
さや読書の良さを伝え、読書啓発に努めていきたい。

Ｃ

　本校では既存の図書室とは趣を変
えて，自由なスタイルの図書スペース
として設置されており，好感が持て
る。また図書選定も生徒の意向を踏ま
えた「需要と供給のバランス」も良好の
ように思われる。家読の創出は生徒を
取り巻く状況を考えると難しい部分も
あるが，本を読むことが好きと答える
生徒が多くいることは評価できる。
　本を読むことは、言葉や文章を通じ
て想像し感動することであり，動画で
は養えない力である。言語活動の充
実にもつながる所であり，ぜひ教師に
は生徒たちに，この時期に本を読む
ことがいかに大切かを教えてほしい。
また家庭内の読書環境を促進してい
くためにも、小中連携での家読週間
の導入はぜひ実践してほしい。

言語活
動の充
実

授業の中で積極
的に「言語活動の
充実」の視点から
の取組を行い、生
徒の思考力、表現
力、判断力を向上
させる。

各教科等で、思考
力、表現力、判断
力を高める手立て
を行う。

全教科の授業で工夫
を凝らした思考力，表
現力を高める活動を実
施する。「話合い活動
の基本型」を活用し
て，各教科である程度
統一した指導をし，生
徒のグルーブ討議の
スキルを向上させる。
今年度は全教員が言
語活動を取り入れた授
業を積極的に実施し，
公開授業で互いに研
修を深める。また，試
験問題（評価方法）に
もより一層の工夫を講
じる。

　授業改善の柱を、「自分の考えを表現する力を育成する～
根拠をもとに、自分の考えを説明する場面づくり～」とし、全
教科で「自分の考えを表現する力を育成する」ための授業展
開を工夫した。現２年生の「記述式の問題」の正答率を昨年
度と比較をすると、英語は16.6ポイント低く、国語で11.7ポイ
ント高く、数学で0.7ポイント低く、理科が1.3ポイント低く、社
会が6.7ポイント高いという成果があらわれた。「自分の考えを
表現する力」を育成するために、「自分の考えを説明する場
面」を設定し、年間を通じて取り組むことで成果が出ている
教科がある。
　結果には、教科の特性や設問の影響も考えられるので、今
後も継続して取り組む必要がある。一方、各教科担当から
「根拠をもとに説明する力」をもっとつける必要があるとの指
摘がある。積極的に「話合い活動の基本形」を活用しなが
ら、実践や指導の工夫を積み重ねる必要がある。

Ｂ

　昨年度に引き続き，「話し合い活動
の基本形」を活用し，生徒たちの「思
考力，判断力，表現力」の向上への
一助になっていることは評価できる。
課題解決に向けてグループでの話し
合いを通じて自分の考えを整理したり
発表したりする活動に継続して取り組
んでこられた成果が出てきつつあるよ
うで，良い傾向である。
　根拠をもとに説明する力を養うため
には，表現するスキルを養うことと併
せて根拠を求めるための素材・資料
を読み解く力を身に付けることが肝要
と考える。生徒たちのこれからの人生
でぜひ身に付けてほしいスキルなの
で，更なる指導をお願いしたい。



達 成 状 況 評価 考 察 評価
改 善 策

評価
項目

領
域

中 期 目 標 短 期 目 標 取組・成果指標 評　　価　　基　　準
自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

Ａ
全学年において、ふるさと・キャリア教育を複数回計画
的に実施した。

Ｂ ふるさと・キャリア教育を複数回実施した学年と一
回実施した学年があった。

Ｃ 各学年、ふるさと・キャリア教育を１回実施した。

Ｄ ふるさと・キャリア教育を実施できなかった。

Ａ
生活習慣，規範意識が向上し，ネットトラブル等が起き
ない

Ｂ 生活習慣，規範意識が向上

Ｃ 生活習慣，規範意識が向上せず

Ｄ 生活習慣，規範意識が下降

Ｂ

　本校では、「挨拶」「返事」「靴揃え」を
継続して指導をしてきており、伝統化し
てきている。ただ、できているからよしと
するのではなく、生徒たちがこうしたこと
の良さを実感できる指導を行い、家庭と
も連携していきたい。
　情報機器の扱いについては、保護者
の意識が大きく反映する。今後もPTA
等との連携を行いながら、情報機器の
取り扱いや情報モラルについてルール
作りを進めていきたい。

Ａ

  今年度も地場産業体験および企業訪
問の際，スクールバスを借りることがで
きたので，経費の削減ができた。来年
度も引き続き要望したい。
　地域人材の活用について，学校側だ
けでの力には限界がある。地域と学校
を結ぶ役割を担う「地域コーディネー
ター」の配置を受けて，学校と地域がよ
り協働できるシステムを構築していきた
い。
　今年度は昨年度の反省を生かしなが
ら，引き続きふるさとへの愛着と誇りを
育むことをねらいとした活動を実施し
た。今後も今年度の実施内容をしっか
りと振り返り，ＰＤＣＡサイクルを機能さ
せ，一層充実した内容になるように検
討・改善を進めていきたい。

②
ふ
る
さ
と
・
キ
ャ

リ
ア
教
育

ふるさ
と・キャ
リア教
育の推
進

キャリア教育の体
制を整えるととも
に、将来に生きる
大きな夢や希望を
育む。「江津の明
日を創る人」を育
てるために、ふる
さと郷土・地域に
根ざした各種体験
活動を核とした取
組を推進する。

地域の教育資源
（ひと・もの・こと）
を有効に活用し、
各学年で系統
立ったふるさと・
キャリア教育を推
進する。

各学年で取り組む，本
町探訪，修学旅行の企業訪
問，事業所訪問，福祉学習，
上級学校調べ，職場体験等
の活動が系統的に，より一層
充実するように努める。また，
地域の「ひと・もの・こと」を活
用することで，地域の魅力や
課題の理解を進める。

　各学年ごとに地域の貴重な教育資源である「もの・ひと・こ
と」を活用した活動を行った。１年生はふるさと探訪として、江
津本町の歴史についての話を聞いたり、散策、ウォークラ
リー、話し合いをとおして、本町の歴史や文化についての認
識を深めるとともに、ふるさと江津への愛着を持たせることが
できた。また、地域へ出かけ活動をしておられる人に様々な
話を聞く学習と、世界的なシェアを誇る地元の企業を訪問す
ることをとおして、ふるさと江津の企業についての認識を深
め、良さを学ぶ学習も行った。地域の様々な方の力をお借り
し、指導を受けながら貴重な体験を行うことで、生徒は江津
にある歴史や文化、さらに現状について関心をもつことがで
きた。２年生は学校給食向け野菜生産者との交流会を実施
し、生産者の栽培に対する思いや苦労について知り、感謝
の気持ちを育むとともに、生命・食物を大切にする気持ちを
養い、地域の産物を知ることにより、地域の農業に関心を持
ち、郷土を愛する気持ちを高めることができた。
　キャリア教育では例年通り１年生は職業調べ、２年生は上
級学校調べ、３年では職場体験学習を行った。特に職場体
験においては、直接的な体験により、勤労の尊さや意義を考
えたり、地元の産業やそれに従事する方たちと触れ合う中
で、郷土や郷土の産業への理解を深め、地域への愛着や誇
りを持つ良い機会となった。
このキャリア教育と並行して、ふるさと教育を進めることで、興
味・関心や課題意識をもって、将来江津で働きたいと思う生
徒を増やすことにつなげていきたい。

Ａ

　各学年とも，ふるさと江津への理解
と愛着を持たせる取り組みがなされて
おり，生徒たちの高校，大学卒業後
に大きな成果が現れるのではないだ
ろうか。ふるさと・キャリア教育は年々
生徒たちに教育の一環として定着し
てきており，内容も充実してきている。
だが地域との連携でいうと，中学校と
地域との連携や情報交換がうまく取
れていないように感じる。各地域で
様々な活動を展開しているので，中
学生もその活動に加われば新たな展
開が生まれてくると思う。生徒は毎日
忙しく，地域の活動には参加しにくい
現状ではあるが，地域の次の担い手
として大いに期待している。校区内に
ある各コミュニティとの情報交換を定
期的に行ってみてはどうか。
　地元の企業訪問は，将来の人生設
計のヒントにもなるので継続して行っ
てほしい。職場体験は，ここ数年取り
組んでいる言語活動推進や規範意
識の向上などの指導が活かされ，事
業者から概ね好評と聞く。引き続きご
指導していただきたい。

③
生
徒
指
導

生徒指
導の充
実

教職員の共通理
解・協力体制によ
り、社会規範を遵
守する態度を育成
する。

躾教育を核とした
生活習慣の定着
とふるまい向上の
ため、生徒会と連
携しながら指導を
行う。

生徒会と連携したふる
まい向上等を推進し，
生徒の基本的生活習
慣，規範意識が向上す
る。
情報モラルについては，家庭
への情報提供し，特に「家庭
内の約束」の遵守をめざす。

　挨拶、返事、靴揃えを基本とし、年間を通じあらゆる機会で
繰り返し指導を行った。挨拶の声はまだ十分とは言えない
が、靴揃えは多くの生徒が意識して整えるようになり、良き伝
統として誇れるようになってきた。また、身だしなみについて
も多くの生徒がきちんと整えて生活し、落ち着いた学校生活
を送ることができた。
　不要物の持ち込みや反社会的な行動はなく、一人一人が
規範意識を持って生活することができていた。
　ネットトラブルについては、１・２学期に数件発生した。一時
的な感情で発信したことで、不快な思いをした生徒がおり、
家庭と連携しながら指導を行った。外部の専門家を招き、学
期に１回情報モラルについての講演を実施し、全校に対して
もモラルの向上を図った。また、ＰＴＡ総会や地区懇談会、期
末懇談会などの機会を通じ、保護者に対しても啓発を行っ
た。しかし、家庭内の約束がだんだんと形骸化し、利用時間
が守られないなど保護者の意識はあまり高まっていないよう
である。

Ｂ

　学校の行き帰りに出会ってもよく挨
拶する生徒も多く，多感な時期の中
学生としては総じてまじめで素直であ
ると感じる。しかしこちらから挨拶しな
いと挨拶が無かったり，無言で通り過
ぎる子もおり，こちらが気まずくなる時
もある。学校は規範意識の向上に共
通理解をもって取り組もうとしている
が、学校というよりも家庭での幼少期
からのしつけが問題であることを保護
者に認識していただきたい。
　継続的に行っている情報モラルの
取り組みだが，年々形骸化が顕著に
なってきていると同時に生徒の情報
モラルの低下が著しい。特に親の規
範意識の低下が子どもに反映してい
る。情報化社会の急速な発展により，
子どもたちがその荒波に飲み込まれ
そうな現状は嘆かわしい限りである。
　今一度，ＰＴＡと連携し，「家庭内の
約束」を再検討するとともに親への啓
発を行ってほしい。またノーメディア週
間が徐々に定着しつつあるので，そ
の検証をしてほしい。今後，その回数
や期間を延ばすなどを考えてみては
どうか。家庭との連携・啓発のもと，学
校での「生徒指導」の取り組みが不要
となる時代を望む。



達 成 状 況 評価 考 察 評価
改 善 策

評価
項目

領
域

中 期 目 標 短 期 目 標 取組・成果指標 評　　価　　基　　準
自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

Ａ
積極的な健康管理により，健康に配慮した生
活が定着
生徒の朝食摂取率が継続して１００％となる

Ｂ
自己の健康管理により，健康に配慮した生活
が習慣化

Ｃ 自己の健康管理に努力が必要

Ｄ 健康管理が不十分

Ａ 目標を立て計画的に健康・体力づくりを実践

Ｂ 計画的に健康・体力づくりを実践（２０分以上）

Ｃ 計画的に健康・体力づくりを実践（１０分以上）

Ｄ 健康・体力づくりが不十分（１０分未満）

Ｂ

　「体力向上ウィーク」は次年度の生徒
会にも引き継ぎ、定着させていきたい。
委員会からの啓発方法を工夫し、意識
的に運動を取り入れるようにしたい。
　４月当初に保健体育の時間に体力テ
ストを行い、現状を把握し、自分の体力
に応じたトレーニング内容を考える機会
を設けたい。
　また、長期休業に入る前に保護者啓
発を行い、家庭での運動を一緒に考え
てもらうようにしたい。

　小学校からの取り組みの経過もあり、
朝食摂取の重要性については生徒の
認識は高まっていると思われる。知識だ
けでなく、これを行動化していくための
手立てとして、栄養教諭との連携を強
化し、効果的な取り組みとなるよう工夫
していきたい。
　保護者への啓発については、ＰＴＡの
役員の方々にも相談させていただき、
取組を検討していきたい。

Ｂ

④
健
康
の
増
進
・
体
力
の
向
上

学校保
健及び
食育の
推進

学校保健計画に
基づいて、生徒の
自己健康管理力
の向上を図る。ま
た、「食」に関する
正しい知識と望ま
しい食習慣を身に
つけさせる。

疾病予防等の指
導や「食」に関す
る指導を通して、
自己管理力の向
上と健やかで逞し
い心身の育成に
努める。

生徒の自己管理力向上に
向けて、家庭への啓発を強化
していくため、PTA教養部との
連携を充実していく。特に１日
のスタートの要となる朝食摂
取は、望ましい生活習慣及び
食習慣の定着のため欠かせ
ない要素である。今年度も
「朝Goはんウィーク」の取組を
実施し、全校生徒の朝食摂取
率100％を目指す。校区の小
学校や栄養教諭と連携をとっ
て実施できるよう進めていく。

　今年度は、10月に生徒会保健委員会主催で「朝Ｇｏ飯
ウィーク」期間を設けた。期間の実施前に、各教室で保健委
員による朝食摂取を啓発する紙芝居を行い、生徒の意識を
喚起するようにした。今年度は諸事情から、昨年度のように、
江中校区を対象とした広報誌の発行などはできなかったが、
「朝Go飯ウィーク」の期間は中学校のテスト期間とあわせて
実施することで、同じ期間に校区の小学校でも取り組んでも
らうよう協力を依頼した。
　その結果、5日間の期間中、毎日朝食を食べてから登校し
た生徒の割合は男子93.9％、女子97.9％（昨年度男子
95.9%、女子92.5％）であった。
　学年別に見ると、3年生９６．７％、2年生９７．２％、1年生９
3．６％となっている。（２，３年生の女子だけをみるといずれも
１００％であった。）
　２，３年生については一昨年度、昨年度と、栄養教諭の協
力をえて栄養指導を行ったり、学校保健委員会の場で「中
学生と食事」をテーマに講話を聞いたりする機会があり、自
分たちが獲得した知識をもとに、自分の健康の保持増進の
ための望ましい行動を自ら選択している様子がうかがえる。
今後、1年生にも同じように栄養教諭による指導の場を設定
するなどして、食（特に朝食）への正しい知識を持ち、主体的
に望ましい行動をとることができるよう、学年部との連携のもと
取り組んでいきたい。

Ｂ

　「朝Go飯ウィーク」の取り組みは、小
学校との連携で実施することでより大
きな成果が出ると思う。保健委員会の
朝食摂取の紙芝居などにより、食生
活について生徒会や生徒ひとりひとり
が考えようとしている姿勢は評価でき
る。しかしその期間でも食べてこない
生徒が少数いる。心身ともに大きな成
長を迎える中学生の時期に，理由の
如何にかかわらず朝食未摂取の生徒
がいることは残念である。自己の健康
増進において「食育」はとても重要で
ある。学校側の様々な食に関する取り
組みにより，生徒に食の大切さの意
識を植え付けられたのは良い傾向で
ある。来年度に向けてＰＴＡとの連携
で，朝ごはん100％摂取達成を期待
する。

体力の
向上

体力向上に係る
体育的活動の推
進に努め、生涯に
渡る健康なライフ
スタイルづくりを推
進する。

運動の合理的で
豊かなな実践を通
して、運動の楽し
さや喜びを味わう
ことができるよう
にする。

健康なライフスタイル
を確立するため，家庭
での健康・体力づくりを
行う。
体育の授業に於いて保健分
野からの指導など授業改善
に努めていく。
長期休業前に，体力づくりの
啓発を行い，家庭との連携を
図る。

　夏季休業前に各クラスで保健体育の授業時に活動計画表
を作成した。多くの生徒が、１日２０分程度の運動を毎日設
定していた。その内容は、ストレッチや筋力トレーニングなど
であった。１日の活動時間が６０分程度になっている生徒も
少数おり、ランニングを３０分程度実施したうえで、ストレッチ
や筋力トレーニングを行っていた。一方、計画は立てたが、
ほとんど実施することができなかった生徒もいたことも分か
り、取り組みに意識の差があることも分かった。
　２学期は体育委員会の企画として、１１月に『体力向上
ウィーク』を行い、家庭での運動状況を調査した。実施率を
高めるために、委員会でストレッチや体幹トレーニングの方
法をプリントやポスターにまとめ、どんな運動をしたら良いか
や、日頃の運動をしていない生徒が進んで取り組むことがで
きるように啓発活動を行った。結果は１日の平均の運動時間
は１年生が１２分、２年生が１５分、３年生が１０分であった。
家庭では、寝る前や朝起きてからなど、時間を自分なりに
作って実施していることが分かった。しかし、夏季休業中と同
様に全く運動をしていない生徒もみられた。
　多くの生徒が計画に対して運動を実施していることが分
かった。どのような運動をどのくらい実施したらよいのかを各
学年の体つくり運動や体育理論の単元を活用して、考える
きっかけづくりを今後も継続していきたい。また、今年度のよ
うに委員会と連携し、生徒からの呼びかけのもと、体力づくり
の実践に努めていきたい。

Ｂ

　ここ数年の継続した取り組みで徐々
に定着してきたことは大変喜ばしい。
特に今年は「体力向上ウィーク」を実
施し，生徒の取り組みへの現状や課
題を把握できたことは、来年度につな
がる良い企画だと思うので継続して
いってほしい。また，生徒の意見も取
り入れて，家庭で自主的に体力作り
が出来るようになればなお良い。ただ
多様性の時代とは言え，中学生まで
が運動マニュアルが必要となるとは，
この国の先行きに少なからず危惧を
覚える。
　体力には個人差があるので，それ
ぞれ自分に合った運動を継続してい
けるよう学校側からも的確なアドバイ
スをしていただきたい。



達 成 状 況 評価 考 察 評価
改 善 策

評価
項目

領
域

中 期 目 標 短 期 目 標 取組・成果指標 評　　価　　基　　準
自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

Ａ
マニュアル改善，点検・修繕等を迅速に実施
し，安全推進

Ｂ
マニュアルの改善，点検・修繕等を迅速に実
施

Ｃ 点検がきちんとでき，必要に応じ修繕・修理

Ｄ 点検はきちんとできたが，修繕・修理が不十分

Ａ
危機回避の講話，実習等の実施で安全意識
が向上

Ｂ 危機回避の講話，実習等を実施

Ｃ 危機回避の講話，実習等を一部実施

Ｄ 危機回避のための講話，実習が不十分

　校外生活については、学校だけで指
導を行うのではなく、家庭や地域との連
携が欠かせない。通信や連絡メールの
さらなる活用などをし、情報発信に努め
たい。また、危険個所については、市
教委や警察など関係機関にも連絡を
し、通学路の見直しなど改善を図りた
い。

Ｂ

Ｂ

⑤
安
全
管
理
・
指
導

学校安
全の推
進
安全対
応能力
の向上

安全で安心な危
機管理体制の確
立に努める。

危機管理マニュア
ルの改善ととも
に、毎月安全点検
を実施し危険箇所
の修理等を迅速
に行う。

危機管理マニュアルの
見直しと，毎月１５日の
安全点検実施に伴い，
点検・修繕・修理を迅
速に行う。
食物アレルギー対応委員会
を組織し，実態と対応を把握
する。

　築１１年になる校舎は、あらゆる所で破損・故障が見られる
ようになり、毎月定期的に実施している安全点検はもちろん
のこと、日々の生活の中で情報交換を密にし、点検・修繕に
努めている。今年度は，三階の中庭壁上部の剥離が見つか
り，市教委に迅速に修繕してもらった。また，引き戸のスムー
スな開閉については、新しい戸車を調達し，修繕を行った。
今年度は，教室にエアコンが設置されたことから，蓄熱暖房
の利用場所の変更やエアコンの使用マニュアル作りなど大
きな変更があり，電力使用も大きく減少することができた。
　危機管理では、養護教諭を中心に新入生に関してもアレ
ルギー面談の時間を設けて、丁寧に対応するなど安心安全
な体制の構築に努めた。難病の生徒が入学し，その危機対
応のために職員研修を行い，万一に備える体制づくりを確
認することができた。
　水防法の改正に伴い，危機管理マニュアルの見直しにつ
いて確認する必要があり、今後の研修を通して改善を図りた
い。

Ｂ

　築10年が経ち，建物のあちこちで傷
みがみられるようになってきているよう
だ。見つかった時に迅速に修理，修
繕に動いておられることは評価でき
る。生徒の安全を守る観点から，点検
はより細かく頻繁に行ってほしい。ま
た生徒目線で気づくところもあるの
で，生徒も含めた危機管理の体制が
必要。
　食物アレルギーは命にもかかわる案
件なので，アレルギーをもつ生徒たち
一人一人に丁寧に対応できたことは
高く評価できる。情報を早期に把握
し，保護者や小学校とも連携し，よりき
め細かな対応を望む。
　また今年，生徒の既往症について，
教職員全体で研修を行い，万一の場
合を想定した体制づくりが出来たこと
は本人やご家族の方も大変心強かっ
たと思う。今後も臨機応変で横断的な
対応を望む。
　自然災害等に対するリスクマネジメ
ントは，現在の気候変動の状況下，
想定が困難になりつつあるが，関係
機関と連携を密にして決して陳腐な
内容とならない，実施マニュアルの策
定を迅速にお願いしたい。

安全意識を高め、
危機回避能力、危
機対応能力の向
上を目指す。

学校事故、交通事
故や薬物乱用等
の防止教育を徹
底する。

危機回避力習得のた
めの講話，実習等で，
生徒の安全意識の向
上を図る。特に，自転
車通学生の交通マ
ナーを遵守させる。消防
署等と連携した計画的な避難
訓練を実施する。

　例年１学期に交通事故が多発するため、入学前の新入生
説明会でも自転車の乗り方について指導を行うとともに、事
前に練習を行うよう呼びかけを行った。また、入学直後に警
察の方を招き、講話を行うとともに、学校周辺での乗車練習
を行った。その成果もあってか、登下校時の交通事故（自動
車との接触）は１件であった。しかし、転倒による怪我は数件
発生した。
　地区懇談会で保護者に協力してもらい、各地区ごとに安全
マップの見直しをした。保護者も地域の安全について意識を
高めることができた。
　交通マナーについて、まだ並進や見えないところでのノー
ヘルがあるなど、まだ完全とは言えない点もあるため引き続
き安全指導を行っていきたい。
　避難訓練については、１学期は火災を想定した訓練、２学
期は地震を想定した訓練を行った。消防署から指導に来て
もらい、避難の様子についての指導や消火器を用いた消火
訓練を行った。多くの生徒が真剣に取り組み、良好な避難
態度であった。
　薬物乱用防止については、保健体育の授業で扱うととも
に、３年生については３学期に外部講師のの方から講話をし
ていただく予定である。

Ｂ

　一年生の入学直後の自転車事故も
なかったようで学校側が力を入れて
指導されたことが伺える。しかし毎年
自転車のマナー向上の指導をされて
いるが，特に今年はマナーの悪さが
目立つ。並進や一時停止無視，ノー
ヘルなど危険な運転をしている生徒
を少なからず見かける。マナー違反を
数回犯した生徒に自転車通学停止の
措置をされたのは本人に自覚を促す
上でも良いこと。自分が被害者にも加
害者にもなりうる乗り物に乗っているこ
とを理解させ，より厳しい指導を望
む。また，学校側も通学路の危険な
箇所を把握し，警察や関係各所に働
きかけ，危険を取り除いていくことも必
要である。
　避難訓練は様々な場面を想定し，
生徒も真剣に取り組んでいたことは評
価する。また避難行動について保育
所や工業高校と情報交換をしておく
必要も感じる。
　薬物乱用防止については，昨今メ
ディアで芸能人の薬物使用案件が
度々放送され，生徒たちも多少関心
があるのではないか。その恐ろしさを
知るために定期的な啓発や講演を実
施していることは高く評価できる。
　保護者と連携した校区内の安全
マップの見直しや，警察の方の講演
会の実施等生徒の安全意識の向上
につながる活動の継続を希望する。

　様々な所で破損や故障が増えてきて
いることから、毎月１５日に行う安全点
検をより丁寧に行うようにする。本校で
は，施設の安全に関する生徒会委員会
活動がないため，生徒会本部等が点検
活動をできるように検討する。市教委に
も状況を伝え、危険な所は早期解決が
できるうようにする。
　食物アレルギーについては、４月入学
予定の生徒の保護者と面談を行いきめ
細かい対応を行っている。引き続き，危
機意識をもって取り組んでいく。
　水防法の改定に伴い，危機管理マ
ニュアルの見直しと訓練の計画は，次
年度5月までに計画実施する。



達 成 状 況 評価 考 察 評価
改 善 策

評価
項目

領
域

中 期 目 標 短 期 目 標 取組・成果指標 評　　価　　基　　準
自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

Ａ
具体的な教育支援計画を作成し，支援の充実
で効果大

Ｂ 具体的な教育支援計画を作成し，支援が充実

Ｃ 具体的な教育支援計画を作成し，一部で支援

Ｄ
個別の教育支援計画に基づいた支援が不十
分

Ａ 積極的に連携を行い，支援が充実

Ｂ 積極的に連携を推進

Ｃ 連携は不十分だが，連絡体制は整備

Ｄ 連携，連絡とも不十分

Ａ
綿密な校内研修等により授業力が向上し，研
究主題が達成。

Ｂ 綿密な校内研修を定期的に実施

Ｃ 校内研修を実施

Ｄ 校内研修を一部実施

　来年度も公開授業で互いに学びあ
い、学校教育目標や研究主題を意識
し、教員の授業力向上を目指したい。
授業改善では「ふり返り」の方法を研修
し、授業内容が家庭学習につながるよ
うに工夫し、家庭学習の内容を向上さ
せたい。
　また、道徳については、生徒の道徳
性を育むために「考え、議論する道徳」
の実践に向けて校内研修をすすめた
い。評価についても、今年度の実践を
もとに見直しをしていきたい。

　特別支援教育に関する校内研修を実
施し、支援のあり方の共通理解を図る。

Ｂ

Ｂ

Ａ

⑥
特
別
支
援
教
育

校内・個
別支援
体制の
充実

特別支援教育の
校内体制を整備
し、個別の教育
ニーズに対応した
指導・支援を充実
する。

個別の指導計画
及び個別の教育
支援計画により、
支援を充実する。
また、実態に応じ
た進路保障の充
実を図る。

特別支援教育コーディ
ネーターを中心にし
て，個別の指導計画や
個別の教育支援計画
に基づいた指導・支援
が充実する。

　教育支援計画の必要な生徒に関しては、保護者と面談し、
相談しながら支援計画を作成した。将来の進路を見据えた
指導を考え、支援の方法を考えている。それをもとに指導計
画の作成の準備に入る予定である。指導計画は、書類の作
成を目的にするものではなく、支援の継続や支援の計画が
わかるようにするものに変えようと、他の市と情報交換を行っ
ている。

Ｂ

　特別支援学級の生徒ばかりでなく
通常学級に在籍する支援の必要な生
徒にも個別の支援計画を作成し，実
態にあわせた支援を進められており，
体制が充実していることが感じられ
る。多様なニーズに応じた支援を必
要とする生徒は年々増加傾向にあ
る。そういう現状の中で，一人一人の
生徒に対して，将来の進路を見据え
た個別の支援計画を作成し実施して
おられることは高く評価できる。
　今後も保護者とも連携を密にしなが
ら，生徒たちが楽しい学校生活を送
れるよう計画的で教職員一丸となった
支援を続けていっていただきたい。ま
たより良い指導計画を作成するため
に他の市との情報交換を行っている
ことは敬意を表する。小学校や上級
学校との連携を密にして子どもたちの
将来のために努力していただきたい。

関係機
関との
連携、
他校と
の交流
の推進

教育、医療、福祉
等の関係機関との
連携を深め、積極
的な情報交換を行
う。

医療、福祉等関係
機関、近隣の特別
支援学校との連
携を強化する。

関係機関，近隣の特別
支援学校等との連絡
体制を整え，積極的に
連携を図る。

　浜田教育事務所や浜田養護学校,市教育支援センター（あ
おぞら学園）、市教委と連携をとり、特別支援学級は将来の
進路も含めて、相談をかけている。通常学級でも、浜田教育
事務所と連携をとりながら、進路を含めて、より良い支援につ
いて連絡をとっている。江津清和養護学校について、セン
ター的機能を通じて、指導計画などのコーディネートをお願
いしようとしている。中学校区の小中学校で、特別支援教育
コーディネーター間の連携強化を計画している。

Ｂ

　関係諸機関との連携はここ数年しっ
かりとできている。特別支援学級のみ
ならず通常学級の支援が必要な生徒
に対しても他の機関との連携を図り，
手厚い支援体制ができていることは
高く評価したい。
　江津清和養護学校に指導計画など
のコーディネートの依頼をしようとして
いることは、専門機関による的確な指
導が期待できるのでぜひ実現してほ
しい。また中学校区の小中学校の連
携を強化し，子どもたちが安心して学
校生活を送るために情報交換を活発
に行ってほしい。
　難病をり患している生徒への本校の
対応の話を聞くと，医療機関と連携を
保ち，細やかで生徒に寄り添った姿
勢に頭が下がる。是非とも今後もその
対応を続けていただきたい。

　生徒の進路を考えて、見学、相談な
ど養護学校，高等学校との連携を進め
ていきたい。

⑦
研
修

校内研
修の推
進

校内での研修を計
画的に行い、授業
力の向上に努め
る。そして、確かな
学力を身につけ、
主体的に学ぶ生
徒を育成する。

校内研修の充実
により、授業力の
向上をめざし、研
究主題の達成に
努める。

校内研修会を計画的
に行い，「主体的・対話的
で深い学び」の視点に立って
授業力の向上を目指す。ま
た，授業改善アクションプラン
を実行し，成果をあげる。さら
に「考え，議論する道徳」をめ
ざし授業改善を図る。

　研究主題「確かな学力を身につけ主体的に学ぶ生徒の育
成」～豊かなかかわりの中で、ともに学び高め合う学習を通
して～に迫るための取組として、授業改善アクションプランを
もとにした授業改善と生活・学習習慣づくりに取り組んだ。県
学力調査の「授業では，学級やグループの中で課題を立て
て、その解決に向けて情報を集め，話し合いながら学習活
動に取り組んでいると思う」の肯定的意見の割合が全学年の
平均で６７．８％となっており，昨年度より２．９ポイントよくなっ
た。また、生活・学習習慣づくりとして「始業前着席」・「挨拶
（語先後礼）」・「返事」を大切にして全教員で指導を続けた。
県学力調査の「授業では学習規律がきちんと守られている」
の肯定的意見が３年で89.5％、２年で87.5％、１年で81％と
高く、生徒も自覚して授業を受けている。その結果、落ち着
いた学習環境が保たれ、学習の定着を支えている。
　教育事務所の訪問指導や各学年の授業研究で、「考え・
議論する道徳」の授業展開や評価の仕方について研修を深
めた。３学期末の評価にむけて、授業での生徒の変容を捉
えるため、ワークシート等を活用する予定である。
  　互いに授業を参観するために授業公開を実施し、振り返
りを行った。それぞれの授業の良い点を取り入れたり、課題
については改善策を考えたりするなど互いに切磋琢磨する
ことができ、生徒の学力向上に役立てることができた。

Ｂ

　公開授業が活発に行われ，落ち着
いた態度で学習に取り組む生徒の姿
が窺われるとともに，先生方も互いに
授業力を磨き，学力向上に役立てよう
としている姿勢が評価できる。互いに
切磋琢磨して授業力向上を図ってい
る努力は，生徒たちの授業に向かう
姿勢や学習に向かう意欲に表れてい
ると思うので今後も続けて頑張ってほ
しい。
　また生活・学習習慣作りの指導によ
り，生徒の自覚が増し，学習環境が落
ち着いてきたことは必ず学力の向上
へつながると思う。今年は「考え・議論
する道徳」をめざし，授業研究や研修
を重ね，レベルアップを図り授業を展
開した。試行錯誤の中、教員全体で
頑張っておられると感じる。引き続き
頑張ってほしい



達 成 状 況 評価 考 察 評価
改 善 策

評価
項目

領
域

中 期 目 標 短 期 目 標 取組・成果指標 評　　価　　基　　準
自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

Ａ
学校だより，学級通信，ＨＰ等による有益な情
報を定期的に発信

Ｂ
学校だより，学級通信，ＨＰを定期的に発行・
更新

Ｃ
学校だより，学級通信を定期的に発行，ＨＰは
時々更新

Ｄ
学校だより，学級通信を定期的に発行，ＨＰは
更新できず

Ａ 幼小中高の計画的な交流により連携が充実

Ｂ 幼小中高の計画的な交流を積極的に実施

Ｃ 幼小中高の交流を実施

Ｄ 幼小中高の計画的な交流が不十分

Ａ

Ｂ

⑧
保
護
者
、

地
域
住
民
等
と
の
連
携

情報公
開の推
進

学校教育の内容
や計画を広く情報
発信する。

学校だより、学級
通信等を定期的
に発行し、ホーム
ページの更新を適
宜行う。

年間計画に沿って，学
校だより，ホームペー
ジ等で定期的に情報を
提供する。ホームページに
ついては，載せる内容につい
て教職員から意見をもらい充
実させていく。また，メール配
信システムを緊急連絡だけで
なく，諸活動の案内としても有
効に利用する。

　小学校との交流については、従来年度末に新入生の授業
参観と情報交換を行っていたが、昨年度より出前授業を実
施しており，今年度も実施する計画である。小中高と連携し
たキャリアパスポートの取組が来年度から始まることを受け，
現在来年度の連携の在り方を検討しているところである。
　例年続いている江津中校区全体で行っている江津中のテ
スト期間に合わせたノーメディア週間の実施や、「ネット利用
の家庭内の約束」づくりは連携して取組んだ。ＰＴＡ総会や
地区懇談会、情報モラル講演会等で啓発を行ったが、生徒
指導部が行うアンケート結果によると、昨年に引き続き形骸
化しているところもある。生徒指導部と連携して更なる啓発活
動を進めたい。
　高校との連携では、運動部の交流を引き続いて行った。幼
稚園とは、職場体験や保育実習等で充実した交流ができ
た。
　生徒指導面の連携では、生徒指導主事、主任同士の学校
警察連絡協議会での情報交換や、月例の校長会，教頭会
等で情報や指導事項の共有に努めた。

Ｂ

Ａ

　今年も学校だよりの発行やホーム
ページの更新は計画通りにできてお
り，いろいろな情報を早期に得ること
ができた。ただ，地域への情報発信
に関してはまだ不十分である。中学
校の現状や中学生の姿がなかなか見
えにくいという地域の声もある。公開
授業や学校行事，各講演会など，コ
ミュニティや自治会などを通して，地
域の方に気軽に学校に出向いてもら
える機会をぜひ作っていただきたい。
保護者ではない地域住民としては，
地域各家庭のすべてにネット環境が
ととのっているわけではないので，毎
月発行の学校だよりの全地域への回
覧を希望する。そのコストパフォーマ
ンスを考えるとハードルは高いとは思
うが，ある意味愚直ともいえる取り組
みも一考願いたい。
　メール配信システムの有効な活用に
よって，緊急時のみならず学校の諸
活動の連絡にも役立てることが出来
たことは喜ばしい。今後も全教職員が
スキルを身に付け，確実な情報発信
につなげていってほしい。

今年度も、毎月1回の学校だより、月の行事予定表を定期的
に更新することができた。その他、生徒会活動，部活動の大
会結果報告（市大会、県大会、中国大会）、玉江大会等につ
いても発信することができた。また、校内弁論大会、各種コン
クールの結果についても、教職員の意見を聞きながら発信し
た。今年度は，江津中校歌の作詞者の津田さんが亡くなら
れたという情報をいただき，その記事についてもホームペー
ジに掲載し，ＨＰから校歌を聴くことができるようにしたが，Ｈ
Ｐでの変更や情報発信について，より効果的に，広く地域の
方にも伝えられるように取り組みたい。
　メール配信システムについては、緊急時以外（部活動、参
観日など）にも利用することができた。紙媒体でのお知らせ
に加えて，メールを発信することで，提出物等の連絡が確実
となり，効果を上げることができた。

　来年度も、学校だより、行事予定につ
いては、月に１度の更新を行っていく。
また、参観日、学校公開日等の情報を
アップし、地域の方が学校に来ていた
だく環境を整備していく。また，来年度
は地域コミュニティ交流センターと連携
し，センターを通じて，学校だよりを地
域の方に気軽に閲覧・配付でできるよう
にしたい。
　メール配信については、年度初めに
周知し、教職員全員が扱えることを徹
底していく。また、配布物をきちんと保
護者に渡す重要性を指導し、メール配
信を併用することで確実に連絡すること
ができるので、そのことも含めて活用の
仕方を検討していきたい。

　次年度は，江津中学校区で行ってい
たスマホ・インターネットの家庭内の約
束を，江津市ＰＴＡ連合会・江津警察
署・江津市教育委員会の三者で連携し
て全市の取り組みとして実施していく。
ノーメディア週間は、定着しつつある
が，ＳＮＳのつながりは校区を超えて広
がっているため，校区内だけでの取り
組みでは実効性が高くならない。その
ため，市内全域での取り組みとして足
並みをそろえていきたい。また、ＰＴＡ総
会等でもしっかりとＰＲをしたり、ＰＴＡの
専門部会でも議題に入れるなどして家
庭と連携した取り組みにしていく。
　ネット利用については、徐々にスマホ
の所有率が高くなっており、危機的状
況にある。保護者の管理のもと正しい
使い方ができるように、次年度も生徒対
象の校内での講演会とは別に，市内全
保護者対象の講演会を引き続き計画
し、啓発活動を進めていく必要があると
考えている。

　幼小と連携して実施している「ノーメ
ディア週間」の取り組みは，ここ数年
の継続的な取組によって，家庭の理
解も進み定着しつつある。ネットやメ
ディア機器から遮断された環境にお
いては学力が向上している傾向が見
られるので，この活動を保護者とも連
携して，回数や期間を延ばして実施
すると効果はもっと上がると思う。
　「ネット利用の家庭内の約束」は今
年も講演会や保護者会などを通じて
啓発をしているが，なかなか守られて
いない。アンケートを見ると，学校の
指導に期待するような意見を少なから
ず見かけるが，まず家庭(保護者）の
方でしっかり指導していかないといけ
ない問題だと考える。ネット依存に関
しては「親」も「子」も全く同じレベルと
いっても過言ではない家庭も存在し
ていると思う。啓発活動は一朝一夕に
は進まないが，粘り強く継続していた
だきたい。この問題は今後ますます低
年齢化していくものと思われるので，
小学校との連携をより強化して，保護
者への啓発も含め，決められた約束
を再度厳守するよう厳しい指導をお願
いしたい。幼小高との連携・交流はと
てもうまくいっていると感じる。キャリア
パスポートの導入を踏まえ，現行内容
の再検討も含め連携・連動の取り組
みの重要性が高まるため，入念な準
備を望む。今後も情報交換を密にし
て，これからの子どもたちの成長に役

学校間
の円滑
な連携・
連動の
推進

異校種間の連携・
連動を図り、生徒
の人間力の向上
を目指す。

幼小中高の連携・
連動を密にして、
学校間の円滑な
連携に努める。

幼小中高との交流・情
報交換会，授業公開を
積極的に行う。また，異
校種間の共通課題の克服の
ため保護者への啓発活動を
より進める。
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